
市長と語る会（H２７．６．１５紅葉丘文化センター）における意見及び市長の回答

Ｎo 意　　見 回　　答

1

　６月から自転車の罰則が強化され、自転車走行のマ
ナーについて、地域としても啓発が必要となる一方で、
植え込みの管理などの対応も必要になってくる。浅間山
通りの人見街道から南側のケヤキを伐採をしていただ
き、非常に見通しがよくなったが、あまり大きくならない
樹木にすることも必要だと思う。ケヤキがなければ、自
転車も歩道が通れると思うので、ご検討いただきたい。

　浅間山通りにケヤキを植えたが、大きくなったので伐採をしている。こ
れは１０年ぐらいかける必要があるので、計画どおりに進めていきたい
と思う。確かに、中木のほうが落ち葉も少ないが、府中の特徴が緑なの
で、街路樹に力を入れている面もある。また、植え込みの剪定は、今年
は去年より多く予算をつけて行っている。
　自転車は車道を通るものになる。しかし、歩く人が苦労していると伺っ
ているので、確認をしておく。

2

　市長が市民協働を推進しているが、抽象的なので、具
体的な例の提案をしたい。
　空き家は府中市でも問題となっている。先日、空き家
対策特別措置法が全面施行されたので、空き家問題の
解決ができるようになると思う。そこで、使える空き家を
地域の資産として、介護施設やサロン、駐車場、文化施
設として有効活用していき、市民協働で有効な利用方
法を検討すればよいと思う。
　加えて、現在の空き家の状態と、その所有者の把握
についてお聞きしたい。また、新しい措置法を受けて基
本方針の策定はどうなっているのか。

　市民協働は、その理念を理解いただいた上で、皆さんに行動をしてい
ただくものになる。市では市民協働推進本部という具体的な部署をつく
り、皆さんの意見を取り入れて都市宣言を行うなど、行動計画に沿って
動き始めている。また、今年から１１月を市民協働推進月間として、地域
の組織などで、協働を考えながら何か行動を起こしていただくようにして
いく。
　空き家は、マンションの空室なども入れて、府中でも１割ぐらいあると
思う。空き家を把握して、所有者がわかれば、必要に応じて連絡を取る
が、法律の施行を受けて、そのままにしておくと６倍の固定資産税がか
かることになったので、多くの所有者は壊すことなると思う。
　空き家の活用は、所有者の許可も必要となる。ＮＰＯやボランティア団
体が拠点として使っていたり、あるいはシェアハウスにしている自治体も
あるようなので、市が間に入り、例えば、不動産や建築業界と連携がと
れれば、マッチングができてよいと思う。

3

　東府中駅の踏切については、将来的に高架にすると
か、地下に掘り下げて踏切をなくすような計画はあるの
か

　２０～３０年前は、府中駅周辺だけでなく、東府中も連続の立体交差に
したほうがいいのではないかという意見があったが、府中駅周辺の立体
交差が終了後に協議をやめてしまい、西府駅の設置に議論が移った。
また、京王電鉄も武蔵野台駅、多磨霊園駅、東府中駅を新しい駅にて
バリアフリー化したので、ここで事業が終わった形になっている。旧甲州
街道の東府中駅の京王線の踏切は事故が絶えないので、何とかしたい
が、鉄道事業者と道路関係者、それと国や東京都との話し合いの中で
は、現在のところ先は見えていない。
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4

　４月に若松小学校で窃盗があったが、逮捕の決め手
になったのは、近くの施設の防犯カメラに犯人が映って
いたことだった。小学校には、防犯カメラはほとんどつい
ていないと思うので、プライバシーの問題等があると思
うが、防犯のためにも推進していただきたいと思う。
　

　若松小学校の盗難事件については、皆さんに大変ご迷惑をおかけし、
お詫びをしたい。同じことを繰り返すことがないよう、市役所庁内だけで
なくて、関係施設も厳重に管理するようにする。幸い、犯人が捕まり、個
人情報が出た形跡もなかったが、市としても犯人に対してある程度のこ
とを求めていきたいと思っている。
　防犯カメラを小学校に置くことは、今まで考えていなかったので、保護
者の意見も伺いながら、よく考えて進めたい。

5

　緑町にあった学生寮が空き家になり、そこにＮＰＯが
入るという話が出たが、内容がホームレスや刑務所か
ら仮出所した人たちを集めて社会復帰させるための支
援であった。結果的には地域で反対の声が出たので撤
退をした。そういう施設も必要だとは思うが、ある程度コ
ントロールする必要もあると思うので、市で条例等をつ
くってもらえないか。

　ホームレス等を更正し、自立させる組織や施設はなくてはならないの
が実状である。府中市は、多摩川の河川敷が豊かなため、ホームレス
の数が多摩地域の中で１位であり、多摩川で生活している人に声をか
けて、そのような施設に入ってもらうようにしている。学校の近くにそう
いった施設が来ることを抑止することは難しいが、事業を行う場合は、
近所等に対してきちんと説明をするように指導しているので、そういう意
味では、今回のように抑止できるのではないかと思う。

6

　多磨町は、食料品の販売店がゼロに近い。高齢者も
増えており、一番の問題は買い物難民なので、府中の
東側地区の開発に対する市の考え方を教えていただき
たい。

　多磨駅への斜めの取り付け道路を事業化を進めているので、ハード
が整うことによって、多磨駅西側のにぎわいがつくり出せるのではない
かということと、多磨駅東側の土地をセブン＆アイ・ホールディングスが
買ったので、オリンピックの年の夏ごろには、商業施設として整うと思
う。

7

（６の意見に関して）
　何年か先の話になるが、今の高齢者は、とても待てな
い状況だと思うので、買い物難民を手助けできるような
協働組織が、何かできないか。

　市で商業の誘導をするわけにはなかなかいかない。市では、モデル事
業として、晴見町商店街において、注文いただいたものを、１件当たり
約３００円の料金で配達するという、丸ごと宅配便という事業を応援して
いる。晴見町を見てからだが、それを多磨駅の周辺の商店街でもでき
ればと思った。しかし、晴見町商店街は、大手企業の宅配サービスもあ
るので、苦戦しているようである。買い物難民や買い物弱者はふえてい
くと思うので、しっかり考えていかなければいけない。

8

　問題は、お年寄りが買い物に行けないことで、足の補
助がほしい。お年寄りはインターネットも使えない状況
にある。

（社会福祉協議会からの回答）
　社会福祉協議会では、有償ボランティア制度があり、一緒にお店まで
行き、買い物の支援もできる。しかし、１時間７００円になるので、利用者
の方にとっては負担になる。先進他市では、マイクロバスで周遊して、
拠点まで送り届けるような工夫をしているので、こちらを検討している。
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9

　自治会でパトロールをしているが、参加いただけな
かったり、自治会をやめるという方もいる。市の方で自
治会に期待していただけるならば、他市から転入したと
きなどに自治会への加入をアピールをしていただきた
い。買い物難民も、自治会を活用できれば、大きな問題
にならないのではないか。

　そのとおりだと思う。市民協働を理解をしていただき、自治会等に入る
方が増えればと思っている。この夏から文化センター圏域ごとの自治会
の防災組織に声をかけて、防災連絡会議（仮）を開催することとした。災
害が起きたときのことを考えても、日ごろのおつき合いは大事であり、そ
ういった地域社会をつくらなければいけない。

10

　セブン＆アイ・ホールディングスについては、説明会な
どの話が地域全体に回っていない。審査会や公聴会に
も出たが、資料をもらえなかった。担当課にも資料をお
願いしたが、そのうちという話でもらえない。何年後に何
が建ちますということのお知らせだけでもしていただけ
ればと思う。

　法律や条例に基づいた進め方をしていると思うが、恐らく会社の中で
まだ協議中のこともあり、市も知っていることと知らないことがある。市で
資料を受け付けても、内部で協議しなければいけないことなどがあるた
め、全てはお示しできないのだと思う。ただ、情報はお知りになりたいと
思うので検討する。

11

（１０の意見に関して）
　朝日町も老人が多いが、買い物の場所がない。人見
街道の東側に多磨駅商店街があるが、生鮮産品を売る
店が1軒もなく、コンビニで野菜を買う状態である。セブ
ンイレブングループが買った土地にはアリオというもの
ができると聞いたが、いろいろな問題が出てくると思う
ので、説明会を開いていただいて、解決していきたい。

12

　多磨駅東口のロータリーの花壇に、市のほうで年に２
～３回花を植えてくれるが、１カ月もすると雑草だらけに
なっている。町会としても、あそこを刈るのは厳しいの
で、フラットにして置物を置くなど、ほかの活用方法も考
えてもらいたい。
　また、ロータリーから出ると朝日町通りがあり、歩道に
ある樹木が伸び過ぎてしまって、信号が見えない状態
になっているので、刈るサイクルを少し早目にできない
か。また、刈るサイクルは決まっているのか。

　除草は、今年は、去年より１回ふやして３回にしようと思っている。た
だ、その分予算がふえていくので、なかなか十分にはいかなく申し訳な
い。植木の剪定は、年に１回だと思う。ご指摘の場所は承知した。
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13

（１２の意見に関して）
　市に、木や花を植えるのはいいことだが、業者を使っ
て剪定や除草をするにも費用がかかるので、限界が必
ず来る。家の前の刈り込みは、その家の方にボランティ
アでしてもらうような形をつくったほうがよいと思う。

　昨年から公園の里親制度というのを始めており、幾つかの公園では
地域の方に全て管理をお任せしている。道路の街路樹は難しいと思う
が、そういうことを少しずつ始めることによって、だんだんと広がっていく
と思う。広報紙やホームページ等でお知らせしているが、皆さんもお声
かけいただければありがたい。

14

　多磨霊園の参道の桜並木が３年ぐらい前の台風で、
何本か根本から倒れたが、倒木を見ると、全く根が張っ
ていない状態だった。桜の寿命について、今後の対策
はあるのか。

　ルミエール前の桜並木は、２年前から地域の方を交えた話し合いをし
ており、計画を立てて、伐採、抜根をして、新しいものを植える予定であ
る。多磨霊園前の通りの桜は、地域の方との話し合いは進めていない
ので、考えていかなければいけないと思っている。

15

（１４の意見に関して）
　桜は、現在１０本植わっているところに５本植えるくら
いでないと厳しいと思う。今の間隔のまま復元してしまう
と、歩道のがたがたが大きくなってしまうので、本数を減
らしつつ、並木を維持する形がよいと思う。

　桜通りはそのような形で進めているようである。

16

　放課後子ども教室に、事業を行う実行委員会がある
が、青少対などの予算は年々減らされている中、放課
後子ども教室はＮＰＯが事業を行っているにもかかわら
ず、さらに実行委員会に予算をつけて事業を行う必要
があるのかと感じた。青少対の予算については、これ以
上減らさないでほしい。

　放課後子ども教室は、文部科学省である程度決められた形の中で進
めていると思う。放課後子ども教室に通っているお子さんが多い地域
も、少ない地域もあり、もっと夏休みに開催してほしいという声も強いの
で、見直しはしなければいけない。青少対の予算の関係とあわせて、持
ち帰って検討する。

17

　須藤石屋さんの、車が入るためのスロープがすごく狭
く、角を落としていないため、どちらからいっても乗り上
げてしまう。角を落としてもらうには、決まりがあるの
か。

　ある程度決まりがあり、あまりにも長く歩道を切り下げることはできな
い。事業者の場合は、営業を開始する際に自費で切り下げるが、規制
目一杯だとするとそれが限界だが、そこまでいっていないとすると、事業
者がこれでよいと判断したのだと思う。

18

（１７の意見に関して）
　今の関連で、コンビニと反対側の、東に抜けていく道
路にある切り込みが、どうしても車が乗ってしまうので、
少し広げてもらいたい。

　道路と道路の接点ならば、先程の話と違うので、何らかの形で段差解
消をしないといけない。できるか、できないか確認をするので、後で場所
を教えてほしい。
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19

　市のバスを利用させてもらっているが、なくなるという
話を聞いた。今後どうなっていくのか。

　市のバスの団体への貸出しは、子どもたちの健全育成や地域のコミュ
ニティの醸成のために有効活用していただける、いい事業だと思ってい
る。ただ、以前は市でバスを持っていたが、財政面から、バス会社から
バスを借りて、利用していただくことになった。以前の事務事業点検の
中で、他市では行っていない事業なので、廃止が適切という答えをいた
だいてしまった。方向性は廃止と決まっているが、私の判断で、一気に
廃止ではなくて、少しでも利用できるうちは利用していただけるようにす
るよう指示をしている。

20

　府中市は、何十年住んでいる方と、新しく越してきた
方と２層の構造があり、恐らく、地域の活動を中心的に
行っているのは、何十年も住んでいる方たちで、新しく
入ってきた方たちとどうやって活動をしていくのかが課
題だと思う。

　多くの方がそう感じている。そこを何とか広くコミュニティを醸成すると
いうことが、今日お集まりいただいた目的の１つである。

21

　府中市の民生委員は１７３人が定員で、現在３人の欠
員がいる。来年の１１月に一斉改選があるが、定年制
度があり、また、個々の事情で３５人～４０人は辞めるこ
とになると思う。代わりの方を探さないといけないが、本
当に大変である。市のほうで、いろいろな方を把握して
いると思うので、推薦していただくなどすると助かる。

　これからの時代の課題を乗り越えていくためには、このままではいけ
ないというのはずっと感じている。何とか市民協働という意識を、市民の
皆さんに持っていただいて、協力していただけるようにしたい。

22

　市では、災害発生時に、緊急広域避難場所を指定し
ているが、どこの地域の人がどこの場所へ避難したらい
いかがわからない。先日、府中第十小学校の校長の呼
びかけで、地域防災会議を開催し、市の担当者も呼ん
でいただき、説明をしてもらったが、難しくて地域指定が
できないと言っていた。そこで、ぜひ市長に指定してい
ただけないかと思う。
　また、不自由な独居老人がたくさんいるので、この
方々の対策もお願いしたい。

　市の補助も活用し、家具が倒れたり、家が倒壊しないような対策と、３
日分の食料と水の準備をお願いしている。避難場所については、基本
的に決めていないが、近所同士で近くの公園を避難場所にしようなどと
決めていただきたい。そこで、確認がとれ皆さんが家に戻れるのであれ
ば終わりになる。家が倒壊してしまった場合は、近くの学校を避難場所
としていただくのが基本になる。学校が避難場所となった場合、今まで
はそこに医療関係も集めようと思っていたが、この４月からは医療が必
要な避難者は文化センターにお連れすることに変わった。防災ハンド
ブックを配ったので、そちらも読んでいただきたい。
　ひとり暮らし高齢者や体が不自由な方などの要援護者の名簿は、市
役所にあるので、民生委員さんを初め、いろいろな方々と連携して援助
しなければいけないと思っている。
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23

　府中第二中学校で地域交流会という形で、災害が起
きたときの対応や避難訓練をしているが、防災倉庫は
物が詰め込んである状況であった。また、災害が起きた
ときに、誰が鍵をあけ、どのようにするかが見えていな
い部分があったので、その辺をお知らせしてほしい。

　確認をするようにする。
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